
第５期障害福祉計画における成果目標の評価等について

１　施設入所者の地域生活への移行

　(１)　平成28年度末の施設入所者のうち、地域生活への移行者数

H30 Ｒ２

目標値 － 3人 －

実績値 1人 － ▲ 1人

　(２)　施設入所者の削減数

H30 Ｒ２

目標値 － 0人 －

入所者数 71人 － －

比　較 ▲ 1人 － 0人

２　地域生活支援拠等の整備

３　精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

４　福祉施設から一般就労への移行等

　(１)　就労移行支援事業所等を通じて、令和２年度中に一般就労に移行する者の数

H30 Ｒ２

目標値 － 12人 －

実績値 7人 － ▲ 7人

　(２)　就労移行支援事業の利用者数

H30 Ｒ２

目標値 － 23人 －

実績値 22人 － ▲ 5人

　(３)　就労移行支援事業所の就労移行率

3割以上

3人 0人 0.0% ×

4人 1人 25.0% ×

0人 0人 0.0% ×

0人 0人 0.0% ×

7人 1人 14.3% －

 ※利用者数は令和２年４月１日の利用者数とし、一般就労者数は令和元年度中に一般就労した人数

とする。

　(４)　就労定着支援による職場定着率

８割以上 80.0%

  ※【平成30年度中に新規で事業を利用した者のうち、令和元年度末までに事業を利用して12か月

以上に渡り一般就労した人数／平成30年度中に新規で事業を利用した人数】
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設置
保健、医療、福祉関係者による協議の場として、従来の精神保健福祉業務
連絡会及び事例検討会を再構築し、障害者にも対応した地域包括ケアシス
テム構築推進連携会議を設置した。
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平成28年度から検討していた立川基地跡地の国有地を活用しての地域生活
支援拠点等の整備について、市として国有地の活用を検討してきたが、国
の補助金の確保や土地価格の高騰により法人の参入に困難性があることを
考慮した結果、活用を見送り、今後は市有地を利用しての面的整備の検討
を進め、不足している障害者福祉施設の整備を含めて検討を進めていく。
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－

資料 ４－１

○計画期間における数値的な結果は、下記のとおりとなっており、目標等管理シート
を活用



第１期障害児福祉計画における成果目標の評価等について

１　障害児支援の提供体制の整備等

　(１)　児童発達支援センターの設置

　(２)　保育所等訪問支援の体制整備

　(３)　重症心身障害児の体制支援体制の整備

　(４)　医療的ケア児支援のための関係機関等の協議の場の設置

設置に向けた検討

平成31年度において、地域、保健、障害福祉、保育等の関係機関の会
議を継続的に開催する子育て世代包括支援センターと連携をとりなが
ら、子育て世代包括支援ネットワーク会議発足に向けての会議におい
て検討を進めた。

実施
昭島市児童発達支援センター事業詳細計画(平成28年３月）に基づき、
令和２年４月に開設するセンターの設置・運営する社会福祉法人にて
保育所等訪問支援事業の実施を進めた。

目標値 取　　　組　　　内　　　容

設置
昭島市児童発達支援センター事業詳細計画(平成28年３月）に基づき、
設置・運営する社会福祉法人と連絡調整を図る中で、令和２年４月の
開設に向け準備を進めた。

目標値 取　　　組　　　内　　　容

目標値 取　　　組　　　内　　　容

１か所以上の設置
令和元年度末において、重症心身障害児を支援する児童発達支援事業
所及び放課後ディサービス事業所が１か所設置されている。引き続き
事業所に対しての支援を継続していく。

目標値 取　　　組　　　内　　　容

資料 ４－２

○計画期間における数値的な結果は、下記のとおりとなっており、目標等管理シー
トを活用


